
2023年3月23日時点

青木 勝一 ｱｵｷ ﾏｻｶｽ゙ 月3 公共経営

本授業では、 公共経営分野における事例調査の手法や考え方の基礎を学び、 次年度のゼミ
ナール及び卒業論文の作成への導入を図るも のである。 今年度は足立区を事例と し て取り 上
げる予定である。 事例に対し て、 様々な政策領域（ 産業、 福祉、 防災など） に関し 、 その自
治体の直面する課題を調べ、 その解決策あるいは取ら れている政策の改善案を考える。

石田 晴美 ｲｼﾀﾞ  ﾊﾙﾐ 金2 財務会計， 企業分析

「 会計」 分野のう ち「 財務会計」 に的を絞り 、 ①「 財務会計」 に関する現在のト ピッ ク を学
ぶと と も に、 ②主に有価証券報告書を活用し た企業分析を行う 。 3年次のゼミ ナール履修に備
え、 最低限身につけておく べき 社会人と し ての常識・ マナーや自分で学び調べ、 発表するた
めの基礎を修得する。

鈴木 誠 ｽｽ゙ ｷ ﾏｺﾄ 金2
フ ァ イ ナンス（ 金融） ， イ ンベ
スト メ ント （ 投資） など

フ ァ イ ナンスと は、 経済学と 経営学の交差する領域であるが、 その扱う 範囲は広い。 本講座
においては、 基礎的な知識の習得を目指すこ と と する。 具体的には、 金融機関の役割につい
て理解を深めたり 、 株式や株式投資について疑似的体験を通し て考察し たり する予定であ
る。 最終的には日経新聞の記事が理解でき るレベルに達するよう に導き たい。

田中 克昌 ﾀﾅｶ ｶﾂﾏｻ 月3
経営戦略,  イ ノ ベーショ ン,  コ
ンサルティ ング

経営戦略と イ ノ ベーショ ンについて学修し たう えで、 経営コ ンサルタ ント （ 中小企業診断士
を含む） の業務体験を目的と し た2つのグループワーク 「 SDGsと 新製品開発」 、 「 オープンイ
ノ ベーショ ンによる事業拡大」 を行います。 グループワーク では、 企業に関し て的確に情報
収集、 整理・ 分析し 、 課題解決策を提案でき る能力を身に付けます。 また、 企業の代表者と
いう 立場を疑似体験し 、 経営戦略について考察し ます。

遠山 道子 ﾄｵﾔﾏ ﾐﾁｺ 金2 応用言語学、 応用音声学

こ の授業は、 「 こ と ば」 と 「 コ ミ ュ ニケーショ ン」 の多様な側面について理解を深めるため
のも のである。 具体的には、 ネーミ ングと いう 現象／行動に言語の構造がどのよう に関わっ
ているかを考察する過程で、 日本語の音声・ 音韻体系（ リ ズム、 アク セント 、 音節構造な
ど） についての知識を獲得し 、 音声の持つ影響力について考察する。

堀田 敬介 ﾎｯﾀ ｹｲｽｹ 月3

問題発見， 問題解決， オペレー
ショ ンズ・ リ サーチ， シミ ュ
レーショ ン， 意思決定科学， 経
営科学

意思決定では複数の代替案（ 選択肢） から 望まし いも のを選択する． そのためには， 適切な
問題発見と 問題解決の技法が必要と なる． 本授業では， PCを駆使し てどのよう に問題発見・
問題解決をするのか， いく つかのト ピッ ク について実践的に学ぶ． ゲーム理論， シミ ュ レー
ショ ン， 最適化， AI ・ ALi f eなどを扱う ．

山崎 佳孝 ﾔﾏｻ゙ ｷ ﾖｼﾀｶ 月3
異文化マネジメ ント 、 国際人的
資源管理

本授業では近年のグローバリ ゼーショ ンについて、 日本国内、 海外生活や海外赴任で起こ る
様々な問題、 ト ラ ブル、 コ ンフ リ ク ト について具体事例をも と に議論する。 事例と し て、 異
文化コ ミ ュ ニケーショ ン、 異文化間ビジネスと 経営、 国際・ 海外留学等も 取り 扱う 。 授業で
はグループ活動と プレゼンテーショ ンにより 学習効果を高める。

山本 顕一郎 ﾔﾏﾓﾄ ｹﾝｲﾁﾛｳ 月3
法学、 情報と 法、 イ ンタ ーネッ
ト の法律問題・ 社会問題

こ のク ラ スの共通の課題と し て「 情報通信ネッ ト ワーク 内で生じ る様々な法律問題・ 社会的
問題」 を設定し 、 こ れを多面的に考究する。 具体的には、 SNS等への不適切投稿・ 誹謗中傷、
プラ ッ ト フ ォ ーマー規制、 フ ェ イ ク ニュ ース等々である。 こ のよう な調査研究により 、 ネッ
ト 空間に生起する諸問題を認識し 、 解決策の有無・ 方法を追究する。 同時に、 ゼミ ナール活
動に必須の技能・ スキルを養っ ていく 。

こ の科目は、 3年次における
ゼミ ナ−ルの基礎的な前提と
なる科目であり 、 専門領域
の基礎的な理解を深めるた
めのも のである。 企業経
営、 公共経営、 会計、 経
済・ フ ァ イ ナンス、 統計・
情報技術、 法律な ど本学部
の専門領域を網羅し た形で
各教員が担当する。 専門の
基礎を学ぶこ と で、 3年次か
ら のゼミ ナ−ルへの移行がス
ム−スに行く と 考えている。
成績は、 授業やグループ内
での発言や議論への貢献、
発表内容により 評価する。

※） 各ク ラ スの詳細な授業計画・ 内容については， シラ バスを参照のこ と

授業計画概要

2023年度 経営学科 「知の探究」
※） 標準履修年次2023年度2年生対象 ※） 各ク ラ ス定員 未定 【 2022年度実績26人】

※） 「 知の探究」 開設8ク ラ ス・ リ スト ※） 春学期終了頃に， 履修を希望するク ラ スを3つ申請し ， 配属ク ラ スを1つ決定
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